
新たな「荒川区学校教育ビジョン」の実現に向けた施策の柱

　荒川区教育委員会は、「荒川区学校教
育ビジョン」を策定し、子どもたちがた
くましく生きる力を培い、地域社会の構
成員として信頼と尊敬を得られる人間性
豊かな区民として成長することを目指し
て、教育を推進しています。
　策定してから10年が経ち、子どもを
取り巻く状況は、大きく変化していま
す。グローバル化の波や、変化する世界
の情勢等、予測できない事柄に対応する
ためには、社会の変化に主体的に向き合
い、一人ひとりが自らの可能性を最大限
に発揮し、よりよい社会と幸福な人生を
自ら創り出していくことが重要です。
　今回、改訂した「荒川区学校教育ビジ
ョン（平成29年度～38年度）」の下、
引き続き学校・家庭・地域と連携しなが
ら未来を拓

ひら

きたくましく生きる子どもを
育成していきます。

夢につながる主体的な学びを推進する 教師が育つ学校をつくる

学校・家庭・地域が強いスクラムを
組んで子どもたちを育てる

良好な教育環境と体制を整える

こころとからだの健全な育成を図る

体験的な学習活動をとおして、よりよい
未来社会を築く

育成成成成してしててしてしていきいきいきますます。。
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「荒川区学校教育ビジョン」を
改訂しました
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改訂しました

子ども一人ひとりのよさを伸ばし、学ぶ力を高める子ども一人ひとりのよさを伸ばし、学ぶ力を高める1
多様性を尊重し、豊かな感性と創造力を育む多様性を尊重し、豊かな感性と創造力を育む2
基本的な生活習慣を形成し、健全な心身を培う基本的な生活習慣を形成し、健全な心身を培う3

中長期目標を達成していくための方向性中長期目標を達成していくための方向性
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▶新たな「荒川区学校教育ビジョン」に寄せて

荒川区長・特別区長会会長
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一郎

～区政は区民を幸せにするシステム～
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